
浜松市発注工事におけるＩＣＴ活用工事の試行要領 

  

 （趣旨）  

第１条 この要領は、浜松市が発注する建設工事において、「ＩＣＴの全面的な活用」（以下、「Ｉ

ＣＴ活用工事」という。）を試行するために、必要な事項を定めたものである。  

  

（対象とする工事）  

第２条 ＩＣＴ活用工事は、次に示す工種を含む工事を対象とする。  

(1)土工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ土工」という。）  

・河川土工、道路土工  

・作業土工（床掘） 

・建築土工 ・造園に伴う土工 

※作業土工のみの工事は対象としない。  

 (2)舗装工（当該工種のＩＣＴ活用工事を「ＩＣＴ舗装工」という。）  

・不陸整正工 

・下層路盤工 

・上層路盤工（加熱瀝青安定処理材は除く） 

・切削オーバーレイ工のうち路面切削工 

・路面切削工 

  

（ＩＣＴ活用工事）  

第３条 ＩＣＴ活用工事とは、以下に示す(1)～(5)の施工プロセスのうち、全てもしくは一部に

おいてＩＣＴを活用する工事とする。  

【土工・舗装工の施工プロセスの各段階】  

(1)起工測量  

設計照査のために３次元データを作成する。  

(2)３次元設計データ作成  

(1)で作成した測量データと設計図書を用いて、ＩＣＴ建設機械による施工及び３次

元出来形管理に用いる設計データを作成する。  

(3)ＩＣＴ建設機械による施工  

(2)のデータを用いてＩＣＴ建設機械により施工を行う。  

(4)出来形管理等の施工管理  

３次元計測データや施工履歴データ等による出来形確認を行う。  

(5)３次元データの納品  

３次元データを納品する。 

  



（発注）  

第４条 発注機関は、試行対象工事の発注に当たり、公告文にＩＣＴ活用工事の対象とすること

を明示するとともに、特記仕様書を添付し発注手続きを行うこととする。  

  

（ＩＣＴ活用工事の実施手続）  

第５条 ＩＣＴ活用工事は、以下の発注方式によるものとするが、現場条件等を勘案し決定する。 

(1)発注者指定型  

      以下の工事を対象とする。  

・土工のうち、原則として土工数量 5,000 m3 以上の工事。  

      発注の積算基準は、ＩＣＴ活用工事の積算基準を用いるものとする。  

※第３条に示す全ての施工プロセスにおいてＩＣＴを活用する。  

  

(2)受注者希望型  

      以下の工事を対象とする。  

・土工のうち、発注者指定型を除き、原則として土工数量 1,000 m3 以上の工事。  

・舗装工のうち、原則として舗装面積 2,000 m2 以上の工事。  

発注の積算基準は、従来の積算基準を用いるものとする。  

受注者は、ＩＣＴ活用工事の実施を希望する場合、協議書を発注者へ提出し、発注者

が協議内容に同意し施工を指示することにより、ＩＣＴ活用工事を実施することがで

きる。  

  

(3)自主施工型  

(1)、(2)以外の工事について、受注者から希望があった場合は、 ＩＣＴ活用工事と

して事後設定できるものとし、実施が確認できた場合には、第７条に基づき工事成績

評定で加点を行う。ただし、第６条に規定する費用計上の対象外とする。 

※土工数量は、土の移動量で計算する。  

例えば、掘削土量 500 m3、埋戻し土量 500 m3 の工事は 1,000 m3 と数える。 

 

（費用計上）  

第６条 発注者は、ＩＣＴ活用工事（土工）積算要領、ＩＣＴ活用工事（舗装工）積算要領、Ｉ

ＣＴ活用工事（舗装工（修繕工））積算要領、ＩＣＴ活用工事（作業土工（床掘））積算要領

により、積算する。  

 

（工事成績） 

第７条 ＩＣＴ活用工事を実施した場合、浜松市工事成績評定要領及び「【別添】ＩＣＴ活用工事

の工事成績評定について」に基づき、第３条第１項の各号に揚げる施工プロセスの何れかを



実施した場合、創意工夫の評価対象項目で加点する。 

 

（監督・検査）  

第８条 ＩＣＴ活用工事を実施する場合の監督・検査は、国土交通省・静岡県が定めた表１～３

に示すＩＣＴ活用施工技術に関する基準により行うものとする。 

 

表１ ＩＣＴ活用施工技術に関する基準（土工・舗装工共通） 

段階 名称 

施工 

土木工事施工管理基準（案）（出来形管理基準及び規格値） 

土木工事数量算出要領（案） 

土木工事共通仕様書 施工管理関係書類（帳票：出来形合否判定総括表） 

検査 
地方整備局土木工事検査技術基準（案） 

既済部分検査技術基準（案） 

納品 静岡県完成形状の３次元計測実施要領（案） 

 

表２ ＩＣＴ活用施工技術に関する基準（土工） 

段階 名称 

全般 静岡県ＩＣＴ活用工事運用ガイドライン土工編（案） 

施工 
３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案） 

静岡県施工履歴データによる土工の出来形管理要領（案） 

検査 

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編） 

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上写真測量を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

※ＴＳ・ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理は、原則として面管理とする。 

※施工履歴データは、原則として静岡県の基準を用いるものとする。 

  



表３ ＩＣＴ活用施工技術に関する基準（舗装工） 

段階 名称 

施工 ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案） 

検査 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編） 

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案） 

地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装

工事編）（案） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案） 

地上写真測量を用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案） 

 

附 則  

 この要領は、令和７年４月１日から施行する。 
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ＩＣＴ活用工事の工事成績評定について 

 

１ 概要 

 「浜松市発注工事におけるＩＣＴ活用工事の試行要領」に基づくＩＣＴ活用工事の工事成

績評定方法を示す。  

なお、ＩＣＴ活用工事には、以下に示す①～⑤の施工プロセスがある。  

① ３次元起工測量  

② ３次元設計データ作成  

③ ＩＣＴ建設機械による施工  

④ ３次元出来形管理等の施工管理  

⑤ ３次元データの納品 

 

２ 適用範囲  

浜松市が発注する建設工事に適用する。 

  

３ 工事成績評定の方法 

①～⑤の施工プロセスのうち、１つ以上のＩＣＴ施工技術を活用した場合、浜松市工事成

績評定要領で定める創意工夫の評価対象項目において、表－１及び表－２のとおり評価す

る。 

ただし、担当監督員は、ＩＣＴ施工技術による効果を確認し、主任監督員及び総括監督員

と協議の上、適切に評価すること。 

 

表－１ ＩＣＴ活用工事の工事成績評定【土木編】 

施工プロセス 創意工夫の（細別）と評価対象項目 

① ３次元起工測量 （準備・後片付け関係）：３ その他 

 ※具体な内容を理由に記入すること 

例：ＵＡＶ写真測量、ＴＬＳ３次元測量、モバイル端末による

3 次元測量等 

② ３次元設計データ作成 

③ ＩＣＴ建設機械による施工 
（施工関係）：１５ ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報化施工

を取り入れた工事 

④ ３次元出来形管理等の 

施工管理 

（施工管理関係）：５ 施工合理化技術（プレハブ化、ユニット

化、自動化施工（ICT 活用工事④⑤、ロボット活用等）、

BIM/CIM 等を活用したもので施工合理化に資するものに限

る。）を活用した施工管理の工夫 
⑤ ３次元データの納品 
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表－２ ＩＣＴ活用工事の工事成績評定【営繕編】※1 

施工プロセス 創意工夫の（細別）と評価対象項目 

① ３次元起工測量※2 準備・後片付け関係：③その他 

 ※具体な内容を理由に記入すること 

例：ＵＡＶ写真測量、ＴＬＳ３次元現況測量等 
② ３次元設計データ作成 

③ ＩＣＴ建設機械による施工 

施工関係：⑰その他 

※具体な内容を理由に記入すること 

例：ＩＣＴ油圧ショベル、ＩＣＴブルドーザー等 

④ ３次元出来形管理等の 

施工管理※2 

施工管理関係：⑤施工合理化技術（プレハブ化、ユニット化、

自動化施工（ICT 施工、ロボット活用等）、BIM、ASP 等を活

用したもので施工合理化に資するものに限る。）を活用した

施工管理の工夫 

・実施した内容を詳細評価内容に記入すること 

⑤ ３次元データの納品 

※1 表－２の成績評定は、営繕工事における建築土木を対象とする。 

※2 ①「3次元起工測量」、④「3 次元出来形管理等の施工管理」は、ICT 建築土工(試行)

においては必須としない。 

(参考：官庁営繕事業における生産性向上技術の活用方針(令和 5年 3月 23 日)) 
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工事成績評定シート【土木編】「創意工夫」の細別と評価対象項目 
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工事成績評定シート【営繕編】「創意工夫」の細別と評価対象項目 

 

 


